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町
を
あ
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
第
二

回
ふ
る
さ
と
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
十

月
十
目
、

H

躍
進
し
よ
う
わ
ふ
る
さ
と
再

発
見
H

心
と
心
を
熱
く
燃
や
せ
/
を
テ

ー
マ
に
押
原
中
学
校
校
庭
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
八
千
人
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
、
歌
謡
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
ふ
る

さ
と
花
火
大
会
ま
で
盛
り
沢
山
の
イ
ベ

ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

t
t
は
な
や
か
に
開
会
宣
言

式
典
で
は
、
五
百
個
の
色
と
り
ど
り

の
風
船
が
空
高
く
舞
い
上
が
る
中
、
泉

町
長
が
、
「
子
づ
く
り
の
お
祭
り
を
通
し

て
住
民
同
士
の
交
流
を
深
め
、
ま
た
、

こ
の
お
祭
り
を
木
町
の
秋
の
風
物
詩
と

し
て
定
着
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
。
そ
の
後
、
泉
町
長
と
常
永
保
育

園
の
小
島
え
み
子
ち
ゃ
ん
・
西
条
小
学

校
の
深
沢
め
ぐ
み
さ
ん
・
押
原
小
学
校

の
吉
田
次
郎
君
に
よ
り
く
す
玉
が
割
ら

れ
お
祭
り
の
開
会
が
告
げ
ら
れ
ま
し

ふ
/
」

。

ま
た
、
こ
の
時
舞
い
上
が

っ
た
風
船

が
静
岡
県
清
水
市
三
保
ま
で
届
い
た

と
、
岡
市
在
住
の
遠
藤
辰
夫
さ
ん
か
ら

お
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

t
t
巳
、
ぎ
や
か
に
子
ど
も

パ
レ
ー
ド

ふ
る
さ
と
祭
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

子
ど
も
パ
レ
ー
ド
。
町
内
十
一
地
区
の

子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
み
ん
な
が
、
工
夫
を

こ
ら
し
て
作
っ
た
み
こ
し
や
山
車
で
、

は
た
る
太
鼓
の
鳴
り
響
く
中
、
校
庭
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。

T
V
ア
ニ
メ
の
人

気
者
「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」
・
「
と
な

り
の
ト
ト
ロ
」
な
ど
の
み
こ
し
も
登
場
。

子
ど
も
達
の
元
気
な
掛
け
声
に
、
暖
か

い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

② 平成2.12.1広報しようわ
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t
t
老
い
も
若
き
も

ふ
れ
あ
い
昭
和
踊
り

③ 広報しようわ 平成2.12.1
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フィナーレを飾る
ふるさと花火大会

お
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
ふ
る
さ
と
花
火
大
会
で
は
¥

「
蛍
の
遊
涼
」
「
コ
ス
モ
ス
街
道
ホ
川
ノ
プ
・
ス
ナ
ッ
プ

・
ジ
ャ
ン

プ
」
と
名
付
け
ら
れ
だ
本
町
に
ち
な
ん
で
の
連
発
花
火
な
ど
が

三
十
分
間
連
続
で
打
ち
上
げ
ら
れ
¥
秋
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
だ
。

そ
し
て
最
後
に
¥
「
躍
進
す
る
昭
和
町
の
滝
」
と
題
し
た
仕
掛
け

花
火
、
ガ
盛
大
に
行
わ
れ
お
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
だ
¥
豪
華
高
田
、
ガ
用
意
さ
れ
だ
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
¥
河

西
の
萩
原
貞
夫
さ
ん
が
特
等
に
輝
き
¥
賞
口
凹
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

を
手
に
し
ま
し
だ
。



全
国
優
良
警
察
職
員
表
彰

〈
凶
悪
事
件
の
解
決
に
尽
力
〉

内
田
氏
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
警
一口察

官
に
な
っ
て
以
来
、
現
在
ま
で
二
十
九

年
間
、

主
に
捜
査
・
防
犯
・
外
勤
畑
を

内
田

義
三
氏
(
上
河
東
二
区
)

内田義三氏

歩
き
、
多
く
の
凶
悪
重
要
事
件
の
解
決

に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

鰍
沢
署
を
振
り
出
し
に
石
和
、
甲
府
、

市
川
署
と
歩
き
、
こ
れ
ま
で
に
県
警
本

部
長
表
彰
七
回
、
刑
事
部
長
表
彰
五
回
、

署
長
表
彰
八
十
九
回
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
こ
の
長
年
の
捜
査
畑
で
活
躍
し
た
実

績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
東
京

都
の
半
蔵
門
会
館
に
お
い
て
、
警
察
庁

長
官
賞
詞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

県

教

育

幼

労

者

表

彰

〈
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
発
展
に
尽
力
〉

一
瀬
氏
は
、
昭
和
十
三
年
か
ら
体
育

教
師
と
し
て
教
育
現
場
で
活
躍
さ
れ
、

押
原
中
校
長
を
最
後
に
退
職
さ
れ
た
後

一
瀬
金
造
氏
(
河
東
中
島
)

一瀬金造氏

も
、
積
極
的
な
指
導
と
行
動
力
を
発
揮
。

学
校
教
育

・
社
会
教
育
に
五
十
年
以
上

も
の
長
い
間
、
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
三
十
六
年
か
ら
の
五
年

間
、
山
梨
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
理
事
長

及
ぴ
常
務
理
事
を
務
め
、
サ
ッ
カ
ー
競

技
の
普
及
に
貢
献
。
昭
和
五
十
七
年
か

ら
は
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
と
し

て、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
今
回
の
栄
え
あ
る

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

刃三1JrD子供たちの

。 ぐ未来のために

-西条地区児童館起工式・

核
家
族
化
や
共
働
き
な
ど
で
、
日
中

一
人
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
子
供
だ
ち

に
¥伸
び
伸
び
遊
べ
る
環
境
を
提
供
し
¥

子
供
だ
ち
の
健
全
青
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
¥
町
で
二
つ
目
の
児
童
館
と
な

り
ま
す
西
条
地
区
児
童
館
の
起
工
式

ガ
¥
十
月
二
十
四
日
午
前
十
時
か
ら
¥

町
立
西
条
小
学
校
東
隣
り
の
建
設
予
定

地
で
と
り
行
わ
れ
ま
し
疋
。

式
に
は
¥
町
長
を
は
じ
め
¥
議
会
議

員
、
地
元
西
条
一
区
区
長
な
ど
多
数
の

関
係
者
の
参
席
を
得
て
、
工
事
の
安
全

を
祈
願
い
だ
し
ま
し
だ
。

h
F

チ
ピ

つ
子
た
ち
の
、
思
い
つ
き
り
遊
べ
る

児
童
館
に
な
る
よ
う
に
・
・・・
・・。

...西条地区児童館完成予想図

町
立
図
書
館
か
ら

舎
月
の

お
す
す
め

作
自

二
般
図
書
】

o
う
ま
い
魚
と
絵
が
あ
れ
ば

近
藤
啓
太
郎

日
本
経
済
新
聞
社

ギ
ニ
ョ
ル

o
閣
の
操
人
形

黒

崎

緑

講

談

社

。
ナ
ス
力
砂
の
王
国

楠
田
枝
里
子

文
芸
春
秋

o
ボ
ク
の
青
春
論

藤
川
桂
介

P
H
P研
究
所

o
ク
リ
ス
マ
ス
手
作
り
ア
ド
ベ
ン
ト

袖
川
け
い
子

文
化
出
版
局

【児
童
図
書
】

0
ぼ
く
に
も
で
き
た
ぞ
さ
か
上
り

子
ど
も
と
文
学
の
会

国
土
社

o
リ
ス
の
き
た
道

中
村
千
秋

大

日
本
図
書

o
リ
ト
ル
・
力
ー
の
ぼ
う
け
ん

し

・
パ
!
グ

大

日
本
図
書

o
パ
イ
パ
イ
ベ
イ
ビ

l

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
S
ア
ラ
ン
・
ア

ル
パ
l

ク

文

化
出
版
局

0

パ
パ
ー
ル
の
は
く
ら
ん
か
い

口
ラ
ン・

ド

・
ブ
リ
ュ
ノ
フ

評
論
社

-時事肩車語塾~詰言電量語昼過o・厄Ir~~住民・
平成2.12広報 しようわ⑤ 



珍
プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー
も
続
出

秋
の
球
接
大
会

開
催

ソフトポーノレーーー
ーーヅーグ戦結果

寸
十
月
二
十
一
日
目
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
号
「
秋
の
球
技
大
会
」
」

一

が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
人
達
、
か
参
加
で
き
る
よ
う
に
各
種
体
育
行

一

一

事
を
統

一
し
た
こ
の
大
会
で
は
、
壮
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
男
女
パ
レ
一

一

l

ポ

i
ル

・
ゲ
!
ト
ボ
i
ル

の

四

競

技

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

一

一

当

日

は

、

町

内

十

二
地
区
か
ら
約
五
百
人
が
参
加
し
、
押
原
中
学
校
校
一

一
庭
を
メ
イ
ン
会
場
に
五
会
場
で
熱
戦
を
展
開
。
珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
も
続
一

一

出

し

楽

し

い

一

日

を

過

ご

し

ま

し

た

。

一

「
H
日
日
げ
お
り
で
す

O

L

V
第
十
九
回
地
区
対
抗
一
般
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優
勝

上
河
東
二
区

準
優

勝
|
河
東
中
島

三
位
|
西

条
一
区
・
西
条
新
田

A級リーグはYNクラブAか

3年連続制覇グ

B級リーグは昭和クラブ

C級リーグは阿原クラブが優勝

4
司
第
十
九
団
地
区
対
抗
一
般
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
|
上
河
東
準
優
勝

西
条
二
区

三
位
l
西
条

一

区
・
上
河
東
二
区

V
第
十
三
団
地
区
対

抗
壮
年
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
|
西
条
二
区

準
優
勝
!
西
条
一

区三
位
|
河
西
・

清

水
新
居

砂
第
九
団
地
区
対

抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会

優
勝
|
河
東
中

島準
優
勝
|
飯
喰

三
位
|
上
河
東

西
条
二
区

四
月
二
十
五
日
か
ら
始
ま
っ
た
平
成

二
年
度
、
第
八
回
ク
ラ
ブ
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
も
十
月
二
十
五
日
、

Y
N
ク
ラ
ブ

A
(
農
協
)
と
昭
和
町

一

般
男
子
と
の
優
勝
決
定
戦
を
最
後
に、

そ
の
熱
戦
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
は
従
来
の

A
-
B
両
リ
ー

グ
に
加
え
て

C
リ
l
グ
が
新
設
さ
れ
、

実
力
が
接
近
し
た
こ
と
か
ら
、
A
・
B

リ
ー
グ
と
も
決
定
戦
に
よ
っ
て
優
勝
が

決
ま
る
と
い
う
接
戦
ぶ
り
で
し
た
。
特

に
A
リ
ー
グ
に
つ
い
て
は
、
八
チ

l
ム

中
上
位
四
チ
l
ム
が
同
じ
勝
率
で
、

ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に
よ
る
決
定
戦
と
な

(A級リーグ)

順位 チーム名 勝 負 分 勝点

Y N クラブ A 5 己 O 17 

2 昭和 般男子 5 E O 17 

3 西条二区Aクラブ 5 己 。17 

4 築地クラブ 5 己 O 17 

5 スリーエースクラブ 3 4 O 13 

日 目立甲府クラブ 3 4 O 11 

7 クリ工一卜 宅 間 E 5 O 11 

日 上河東二区クラブ O ア O 3 

(8級リーグ)

順位 チ ー ム名 勝 負 分 勝点

昭和クラフ 巴 D 18 

2 西 条 一 区 ク ラ ブ 巴 O 18 

3 中 島クラブ 5 己 O 17 

4 西条二区Bクラフ 5 E O 17 

5 ラビ ットクラ ブ 己 5 。11 

6 河西ク ラブ 2 5 O 11 

7 清 水 新 居 ク ラ ヲ 1 巴 O 9 

B 上河東ク ラ ブ 1 巴 。

り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
A
リ
l
グ
で
は

Y
N
ク
ラ

ブ
A
が
三
年
連
続
優
勝
の
偉
業
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
他
B
リ
ー
グ
は
昭

和
ク
ラ
ブ
、

C
リ
l
グ
は
阿
原
ク
ラ
ブ

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

今
年
は
中
学
校
の
改
修
工
事
や
、
後

半
雨
天
に
よ
る
日
程
の
変
更
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
が
、
選
手
の
み
な
さ
ん
大
変

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

⑥ 12 平成2広報しようわ
-重重謹盛逗重重孟重菖適量量u.M1盤臣・

h
F

見
事
、

A
級
リ
ー
グ
三
連
覇
の

Y
Nク
ラ
ブ

A
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
。

分|勝点

日

18 

11 

0120 

18 

1巳

16 

14 

16 

12 

O 

O 

O 

O 

O 。
O 

O 

(C級リーグ)

チーム名 |勝 |質

ブ 己

3
 
3
 4 

4 

4 

4 

巴

巴

巳

5 

5
 4 

4 

4 

4 

己

E
 

ブ

阿

押越ク

クボタグツティーズ

ブ

Y N クラブ巳

富士通山梨クラブ

米 山 実 業 ク ラ ブ

西条一区ベアーズ

飯喰フレン夕、ーズ

フ

フ

フ

ク

ク

原

原押

隈位

2 

3 

4 



仏
)

グ
V
成

時

さ
ん
や
お
か
あ
さ
ん
・
チ
ビ
っ
子
た
ち

が
集
ま
り
、

「
ぼ
く
の
絵
だ
/
わ
た
し
の

絵
よ
/
」
と
楽
し
い
会
話
を
交
わ
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、

学
級
委
員
さ
ん
が

交
替
で
腕
を
ふ
る

っ
て
く
れ
た
焼
き
そ

ば
の
お
い
し
か
っ
た
こ
と
。

一一
日
間
に
わ
た

っ
た
上
河
東
二
区
文

化
祭
。
区
民
同
士
の
親
陸
、
親
子
の
ふ

れ
あ
い
、
そ
し
て
文
化
の
向
上
に
大
き

な
役
割
を
果
し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

上
河
東
二
区
文
化
祭

j

十

一
月
三
日

・
四
日
の
二
日
問
、
ふ

る
さ
と
づ
く
り
学
級
主
催
の

「区
民
文

化
祭
」
が
上
河
東
二
区
集
会
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
一

歳
の
赤
ち
ゃ
ん
が
無

邪
気
に
描
い
た
図
画
か
ら
、
八
十
九
歳

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
心
を
こ
め
て
筆
を

ふ
る
っ
た
短
歌
ま
で
、
図
画
・
書
道
・

写
真
・
盆
栽
・
菊
・
工
芸
・
デ

コ
パ
ー

ジ
ュ
・

和
紙
人
形
な
ど
集
ま

っ
た
作
品

が
二
五
九
点
。

一
人
で
も
多
く
の
人
に

出
品
・
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
愛

育
会
の
役
員
さ
ん
が
子
供
た
ち
に
画
用

紙
を
配

っ
て
く
れ
た
り
、
婦
人
会
な
ど

の
各
種
団
体
に
も
出
品
や
見
学
を
呼
ぴ

掛
け
た
と
い
う
今
年
の
文
化
祭
作
品

計

は
、
ど
れ
も
こ
れ
も
力
作
ば
か
り
。
見

川

学
に
訪
れ
た
二
百
五
十
人
あ
ま
り
の
人
刊

の
目
を
、
十
分
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
明

た
。

僻

図
画
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
お
と
う
準v

 

/ 

おいしそう」

ド舞タし化十
演踊 べ だ講 六 十

雪印ゴJ雲翌函 人生を豊かに
¥原|ンガ化-

会中ラス総 祭 日 生きるために
場学 ス パ合 ・か
か 校 ・ |会 公ら
ら生民テ館民四
わの謡イ で 館日 一

日UE号事 ~文化祭
ばス正詰さり ¥ぷ訟;， 公民館まつり

琴里会れ ・ 第 必~
りン ・のま文二 ・F 文化講演会

A rわ-/

今
年
で
二
回
目
を
迎
え
る
町
民
健
康

体
力
相
談
室、か
、
十
一
月
四
日
目
に
町

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
七
歳
の
子
ど
も
か
ら
八

十
一
歳
の
お
年
寄
り
ま
で
約
百
人
が
参

加
。
血
圧

・
握
力
・
垂
直
跳
び

・
反
応

時
間
・
最
大
酸
素
摂
取
量
な
ど
、

十
項

目
に
つ
い
て
測
定
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
か
ら

打
ち
出
さ
れ
た
診
断
表
を
見
な
が
ら
、

指
導
員
の
県
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
職
員
の

ア
ド
バ
イ
ス
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
「
持
久
力
は
あ
る
け
ど
筋
力
が

な
い
わ
ね
」
と
お
か
あ
さ
ん
。
「
年
齢
は

七
十
歳
だ
け
ど
筋
力
は
二
十
歳
代
だ
っ

た
」
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
運
動
の
必
要

性
を
実
感
し
た
一
日
で
し
た
。

の
拍
手
、
ガ
送
ら
れ
ま
し
だ
。

ま
だ
¥
囲
碁
・
将
棋
大
会
の
力
の
は

い
つ
だ
一
戸
旬
、

一
戦
。
千
五
百
点
を
こ

え
る
す
ば
ら
し
い
展
示
作
田
の
数

。々

町
を
あ
げ
て
、
文
化
を
育
て
だ
四
日
間

で
し
だ
。
特
巳
¥
士
口
武
輝
子
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
て
の
講
演
「
人
生
を
豊
か
に

生
き
る
だ
め
に
L

は
¥
多
く
の
受
講
者

の
共
感
を
得
て
大
好
評
で
し
だ
。

ま
ち
づ
く
り
は
¥
人
づ
く
り
。
文
化A r文化の香り高い

町をめざして・・・・・・」

を
大
切
に
¥
山
豊
か
な
や
す
ら
ぎ
の
ま

ち
づ
く
り
の
だ
め
に
町
教
育
委
員
会
で

は
¥
こ
れ
か
ら
も
文
学
講
座
・
文
化
講

演
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

催
な
ま
よ
み
の

一瞬
一

甲
斐
の
文
学
講
座

V
テ
ー
マ
「
山
本
周
五
郎
の
文
学
風

土
」

v
日
時

十
二
月
十
四
日
働
午
後
一

時
三
十
分
か
ら

V
場
所
昭
和
町
中
央
公
民
館

V
お

問

合

せ

町
教
育
委
員
会

(歯
応

ー

3
7
3
7
)

・
受
講
は
無
料
、
申
し
込
み
不
要
。
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

-盛謹翠盛蓮華重量重量語量温盟掴虚i盛昌ヨ・
平成2.12広報しようわ⑦ 
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町
政
モ
ニ
タ
ー
M
人
を
委
嘱

』

F

泉
町
長
か
ら
委
嘱
状
在
受
け
と
る
町
政

モ
ニ
タ
の
み
な
さ
ん
。

町
で
は
、
第
二
次
町
政
モ
ニ

タ
ー
の

任
期
満
了
に
伴
い
、

二
十
四
名
の
み
な

さ
ん
を
新
た
に
委
嘱
し
ま
し
た。

こ
の
制
度
は
、

「町
民
こ
そ
町
政
の
主

人
公
」
と
い
う
考
え
の
も
と
に
昭
和
六

十
一
年
十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
各
地
区

の
モ

ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
普
段
感
じ
て

い
る
こ
と
や
、
行
政
に
対
す
る
意
見
な

ど
身
近
な
問
題
を
寄
せ
て
も
ら
い
、
こ

れ
か
ら
の
町
政
に
反
映
さ
せ
て
い
こ
う

と
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
第

二
次
町
政
モ
ニ

タ
ー
の
方
々
の
ご
意
見

で
、
中
央
道
ト
ン
ネ
ル
内
落
書
き
処
理
、

リ
ゾ
ー
ト
昭
和
内
階
段
の
手
す
り
取
付

け
な
ど
の
改
良
、
街
燈
の
設
置
な
ど
が

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
式
は
十
月
三
十
一
日
、
役
場
会

議
室
で
行
わ
れ
、
一
人

一
人
に
泉
町
長

か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
町
政
モ
ニ

タ
ー
の
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

西
条

一
区

米

山

紀

窪

田

京

子

西
条
二
区

深
沢
慶
蔵
若
尾
多
美
子

清
水
新
居

五

昧

徳

美

林

八

重

子

西
条
新
田

塩
田
光
昭
伊
藤
勝
美

押

越

樋

口

薫

有

賀

一

江

河
東
中
島
石
原
和
義
山
本
む
つ
み

紙
漉
阿
原
窪
田
典
昭
大
坪
智
子

築
地
新
居

野
津
昭
二
磯
部
信
与

飯

喰

堀

内

仁

牧

野

や

よ

ひ

河

西

油

川

勝

司

小

野

間

宣

子

上

河

東

飯

島

今

朝

春

磯

部

勝

子

上
河
東
二
区
坂
本
康
正
佐
野
善
子

J 
J 

J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 

J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 

J 
J 
J 
J 

⑪⑤⑤⑤ 
⑥
国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か

民主0<¥-v 

~' ~ 
う ふ

ちt9IJ 
ど若
と日寺

⑨
口
座
振
替
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。

V
詳
し
く
は
、
役
場
町
民

窓

口

課

国
民
年
金
係

富
万

I
2
?
?
?
内
線

m
・
m〉

一
一劇

1
1
引
世
紀
へ
の
住
み
良
い
町
づ
く
り
を
担
っ
て

/
1
1

一
里
-
3

本
町
の
区
画
整
理
事
業
へ

一

曜
の
取
り
組
み
は
、
県
下
に
お

一

一
主
け
る
先
進
的
な
町
と
し
て
、

~α
数
年
前
よ
り
積
極
的
に
推
進

一
三

さ
れ
て
お
り
着
々
と
そ
の

こ

介

一

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

二

回

一

今
後
、
さ
ら
に
一
干
一
世

二

の

一

紀
に
向

っ
て
、
飛
躍
的
な
発

二

塁
展
が
予
想
さ
れ
ま
す
本
町
に

二

設

一

お
い
て
、
明
る
く
住
み
良
い

一
一区間
一

二

県

一

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
重

一
て

4

要
な
役
割
り
を
担
う
部
署
と

一
し
て
、
区
画
整
理
課
が
新
設
さ
れ
ま

一
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
当
面
三
名
の
少

一
人
数
で
す
が
、
溢
れ
る
フ
ァ
イ
ト
と

一
ガ
ッ
チ
リ
組
ん
だ
ス
ク
ラ
ム
で
が
ん

一
ば
っ
て
ま
い
り
た
い
と
は
り
き
っ
て

一

い
ま
す
。

一

夢
多
き
町
づ
く
り
に
向
け
、

v フ な とざ利 ら施 |
2お を自な い 用開来設ト白
?間お 然 りまい館年「ス樺
7合楽 のましだ中三リポの
ttし中すだだは月 ゾ 1ソ林

内 み での O き¥ま | ト に
線ノ九 く 高で開 ¥多 でト ¥囲
208援だ原 ¥館誠 <冬 昭清ま
)緑さの来 はにの期和里れ
ま 議長いリ年来あみ休 L のた
で 三.i 0 ゾ も年りな館 が森 高

二、 |ま四が さ し ¥保 原
7mi トだ月とんま 今 健 の
75 ラ雄かうにす月{木リ

b ごご O か 養ゾ

⑨ 
⑧ ⑨ 
⑨ ① 
⑨ ⑥ 
⑧⑨  

⑨i 
③ 

の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
〔区
画
整
理
に

つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
、
内
線

m-

m
・
初
番
で
/
〕

平成2.12広報しようわ
-国葺言乱子且嵯奇書垂意薩言誼音量e孟誌~O・『厄11::1垣芭・

町
民

』
F

保
留
地
説
明
会
に
集
ま
っ
た
人
、

ざ
っ
と
一

O
O
O人。
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之
ち
ら
環
揖
パ
ト
ロ
ー
ル
⑧ 

「
ゴ
ミ
を
少
な
く
」

あ
な
た
も
主
役

j

私
だ
ち
は
¥
快
適
で
文
化
的
な
生

活
を
営
む
だ
め
に
毎
日
だ
く
さ
ん
の

口
凹
物
を
消
費
し
¥
ゴ
ミ
を
だ
し
て
い

ま
す
。最

近
は
そ
の
量
も
増
え
¥
種
類
も

複
雑
多
様
化
し
だ
だ
め
¥
処
理
に
要

す
る
費
用
も
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い

ま
す
。し

か
し
¥
増
え
続
け
て
き
だ
ゴ
ミ

の
中

C
は
¥
私
芝
ち
の
努
力
で
減
ら

せ
る
も
の
が
ず
い
ぶ
ん
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
¥
週
剰
包
装
の
抑
制
、
ガ
叫
ば

れ
ま
し
た
、
ガ
¥
最
近
は
再
び
¥
無
駄

な
ゴ
ミ
ガ
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
芝
、
古
新
聞
・
古
雑
誌
や
空
き
缶

な
ど
は
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る

も
の
が
¥
安
易
に
措
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
資
源
を
大
切
に
し
¥
少
し
で
も

ゴ
ミ
を
減
ら
す
努
力
を
、
私
だ
ち
は

す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

0

0
集
団
回
収
に
協
力
し
よ
う
/

ゴ
ミ
の
中
に
は
¥
再
利
用
で
き
る
も

の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の

資
源
を
育
刻
に
活
用
す
る
再
利
用

(リ
サ
イ
ク
ル
)
運
動
を
進
め
¥
集
団

回
収
に
積
極
的
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
o

v押
原
中
学
校
生
徒
会
|

8
月

V
社
会
福
祉
協
議
会
l

位
月
(
古
新

閏
¥
古
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
総
合
会
館
東
側
収
集
小
屋

に
て
¥
随
時
回
収
い
だ
し
ま
す
。
)

寸
l
す
て
れ
ば
ゴ
ミ

一

ル

ヨ

原

紙

匡

資

2

7

、

4
d
 

れ斗
J分

立本'2.0:1ド

.使えるものが、こんなにたくさん。

。
不
用
ロ
回
受
換
会
を
開
催
し
よ
う
/

粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
る
家

具
・
家
電
製
口
凹
・
自
転
車
な
ど
の
中

に
は
¥
十
分
使
え
る
も
の
が
疋
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ま
芝
、
こ
れ
ら
を
再
利

用
し
た
、
か
っ
て
い
る
方
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

本
町
で
も
貴
重
な
資
源
を
育
効
に

活
用
し
¥
少
し
で
も
ゴ
ミ
を
減
ら
す

よ
う
¥
不
用
口
回
交
換
会
や
リ
サ
イ
ク

ル
バ
ザ
ー
の
開
催
を
計
画
し
て
行
き

だ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
育
所
の
入
所
申
請

受
M

受
付
期
聞
は
、
平
成

平
成
三
年
度
の
保
育
所
入
所
希
望
者

の
受
付
を
各
保
育
所
で
、
一
月
十
六
白
か

ら
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
実
施
し
ま
す
。

入
所
申
請
の
受
付
は
、
随
時
行
っ
て
い

ま
す
が
、
四
月
に
新
し
く
入
所
さ
れ
る
方

や
引
き
続
き
入
所
を
希
望
す
る
方
に
つ
い

て
も
こ
の
期
間
内
に
手
続
き
し
て
く
だ

叉」い。こ
れ
に
先
が
け
、
次
の
日
程
で
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

都
合
で
説
明
会
に
出
席
で
き
な
い
方
は
、

健
康
福
祉
課
に
入
所
申
請
書
が
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
申
請
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

-
入
所
で
き
る
基
準

V
母
親
が
昼
間
家
庭
の
外
で
仕

事
を
し
て
い
る
た
め
に
そ
の

児
童
の
保
育
を
す
る
者
が
い

な
い
場
合
。

V
母
親
が
昼
間
家
庭
で
児
童
と

か
け
は
な
れ
日
常
の
家
事
以

外
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

V
両
親
の
い
ず
れ
か
が
死
亡
、

行
方
不
明
な
ど
に
よ
り
保
育

す
る
者
が
い
な
い
場
合
。

V
母
親
が
病
気
で
あ

っ
た
り
、

心
身
に
障
害
が
あ
っ
た
り
出

産
の
前
後
で
あ
っ
た
り
す
る

た
め
に
、
そ
の
児
童
の
保
育

を
す
る
者
が
い
な
い
場
合
。

V
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障
害

の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、
母
親
が
い

つ
も
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て
い
て
、
そ

の
児
童
の
保
育
が
出
来
な
い
場
合
。

-
入
所
申
請
に
必
要
な
も
の

入
所
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、

児
童

一
人
に
つ
き
一
枚
の
保
育
所
入
所

申
請
書
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当

す
る
書
類
を
一
部
添
付
し
て
く
だ
さ
い
o

m
給
与
所
得
者
ハ
常
勤
の
場
合
)

V
平
成
二
年
分
源
泉
徴
収
票
(
給
与

支
払
報
告
書
)

V

平
成
二
年
度
町
民

【
説
明
会
の
日
程
】

月11日E 3 月11日E E 日月11日E 日
日

手呈
何時 (71<) (*l 目)

常 上 日刀にI 押
保

刀て

東保育所河

不日 原

保 保 保
育

所
τ同""ご 育 τ円t亙ご

名
所 所 月?

ρ吊ι， 

上保所河東育

昭 押

説明会の場所
刀て 不日 原

イ呆 イ呆 保
τ問t五言

τ円"'" τ同"'" 

所 所 所

午後 7時四分~
時間

8時30分

{
保
育
所
別
定
員
数
】

保育所 常永 保育所 上東河 保育所 押原 保τ所同t=: 和H召
所保

名育

西七河 上東河
越押

西条四
戸庁

J¥ 在四 四
J¥ J¥ 

地
五

名
名十 名十

名

pλAとーを

貝

河芭 築地新居 上河東、 紙漉原阿押越、 新西条田 西条区
地

飯喰 上河東二 東河島中 清水新居 二西条

区

名

区 区

税
及
び
固
定
資
産
税
の
通
知
書
の
写
し
。

ま
た
は
、
課
税
額
証
明
書
(
役
場
税
務
課

発
行
)

*
夫
婦
共
働
き
の
場
合
は
、
両
方
の
源

泉
徴
収
票
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ω事
業
所
得
者
(
商
居
経
営
な
ど
〉

V
平
成
二
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の

控
え
。
ま
た
は
、
税
務
署
の
発
行
す
る

所
得
税
納
税
証
明
書

V
平
成
二
年
度

町
民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
通
知
書
の

写
し
。
ま
た
は
、
課
税
額
一証
明
証
(
役

場
税
務
課
発
行
)

*
確
定
申
告
書
に
つ
い

て
は
三
月
十
五

日
の
確
定
申
告
終
了
日
ま
で
に
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

V
な
お
、
平
成
二
年
一
月
一
日
以
降
の

転
入
者
に
お
い
て
は
、
前
住
所
地
の
平

成
二
年
度
市
町
村
民
税
の
納
税
通
知

書
。
ま
た
は
、
課
税
額
証
明
書
が
必
要

で
す
。

V
詳
し
く
は
、
総
合
会
館
内
健
康
福
祉

課
(
箇
花

1
2
1
1
1内
線
問
)
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

-輔言1子扇伝書妥~詰司自習昼適量E・周主張温臣・

A常永保育園の園児たち。みんな元気な良い子です。

平成2.12.I 広報しようわ⑦ 



舞踊で健康と
美しい老後を

老人大学院舞踊部

今
回
は
、
舞
踊
を
通
し
て
親
睦
と
交

流
を
図
っ
て
い
る
老
人
大
学
院
舞
踊
部

の
山
田
松
子
部
長
に
部
の
活
動
の
様
子

を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

平
成
二
年
六
月
、
人
生
八
十
歳
代
の

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
昭
和

田

町

老

人

大

学
で
は
大
学
院
制
度
を
つ
く

叫

り

、

読

書
部
・
郷
土
研
究
部
・
舞
踊
部
・

4

歌
謡
部
を
開
設
し
、
会
員
を
募
集
し
ま

、

し

た

。

J

舞
踊
部
は
最
初
十
三
名
。
指
導
者
は

向

寿

マ

ス

タ

ー
の
飯
島
さ
ん
、
山
田
さ
ん
、

-F

小
池
さ
ん
。
月

一
回
、
第
三
火
曜
日
の

，
内
練
習
日
に
は
、
総
合
会
館
潟
泉
の
送
迎

・
島
亙
パ
ス
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

司

4
忌
'
す
。
初
め
て
の
練
習
日
は
、
大
変
暑
い

t

，q
日
で
し
た
が
、
冷
房
の
き
い
た
部
屋
で

圃
と
て
も
涼
し
く
練
習
で
き
ま
し
た
。
八

圃

月

二
十

一
日
に
行
わ
れ
た
二
回
目
の
練

習
は
、
平
成
音
頭
と
明
る
い
メ

ロ
デ
ィ

ー
の
ダ

ン
ス

「好
き
に
な
っ
た
人
」
。
次

の
九
月
二
十
五
日
は
、
平
成
音
頭
・
日

本
音
頭
の
練
習
で
し
た
。
こ
の
日
は
、

十
月
七
日
の
福
祉
運
動
会
の
踊
り
に
参

加
し
た
い
と
い
う
方
々
で
、
稽
古
場
の

中
央
公
民
館
和
室
が
一
杯
に
な
る
ほ
ど

の
盛
況
で
、
運
動
会
当
日
も
校
庭
に
大

き
な
踊
り
の
輪
が
作
ら
れ
る
賑
や
か
き

で
し
た
。

と
も
す
れ
ば
曲
り
そ
う
な
腰
、
ヨ
チ

ヨ
チ
歩
き
に
な
り
そ
う
な
歩
み
を
、
強
、

く
踏
み
し
め
、
楽
々
ス
テ

ッ
プ
が
踏
め

る
よ
う
に
舞
踊
に
よ
っ
て
健
康
を
心
掛

け、

美
し
く
楽
し
い
老
後
の
生
活
を
送

り
た
い
と
会
員
一
同
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
十

一
月
に
は
、
新
し
い
踊
り
も
計

画
中
。
み
な
さ
ん
、
私
た
ち
と

一
緒
に

踊

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

.... Iまだまだ若い人には負けられませんよ IJ

告許ちー づくO料理

ちりめんじゃこ40g

-材料4人分

米2.6cup さといも 160g にんじん60g

きざみのり少々 グυ-ンピース少々 塩少々

-作り方

①米は30分前に洗ってざるに取ります。

②さといもは皮をむき、大きいのは半分にして2mm位の厚さに切ります。

③にんじんを2cmの長さの細切りにします。

④釜に①~③とちりめんじゃこを入れ(塩少々で昧在たしかめる)、普通の水加

減で炊きます。

⑤炊きあがったらグリンピースを混ぜ入れ器に盛ります。最後にきざみのりを

のせて出来あがりです。

い
も
飯

(
新
米
を
使
っ
て
)

※冷めたら雑炊にして、 玉子 ・ミツバなどを加えて出してもおいしいです。

イ可懐 文ロ 血 進 大招 明生 排空 地 天 農畦 イ憂垣 高佐 児昭 文足 オ父

処の 化紅 のむ 花か 方甲 気青 のに 作に 勝根 令つ の和 イヒ E亦 イ の --1‘メ2ー i.Iiiiロ 展が 粋世 火ざ に斐 ガ 〈 文向 へ飲 旗越 にて ヰ申史 祭は と振
みずさ 趣 染 やへ ふる 季を ス澄 イヒけ Rbむ 拍し 成る 輿を 孫ノj、 云る こ本へ 味み つ日月 れ台 ノ即ヤケ 心ー 吸み 満や 人茶 手声 る心 要読 〈、ミ ふタ

当 J令 そる (.1' 5台 合風 通に い菊 天が も話 のか 程を 銭ん のい だ ク

う生也え れ契 りは い再 L ¥ 主主 な匂
苦の星 樹大て

来 も 渦 1t 早見 箱で 説な け 卜
ま求て ぞり イ也夢 祭度 の ざ JうJ う る米 に集 〈 抜 が昔 日月 1;" でへ

の行 れの 人の り本 雁む ら文 里価 どう 年〈 先を まら 承合

Uま酸〈 のヰ兄 つ中 に土 三文 花化
笑す なと

のの り 文 はゲ に少 h も 矢口 つ

'1主主也 彩 j酉 きに 酔へ 羽 イじ 咲祭 秋事 まイヒ 過 l 行ーし な吾 のた

雨 球 ア乙 は生 つ来 の 当証 るる か祭 ぎ卜 き失ロ ら 1;" 妻 日 う出 なき てる 日 s守 芽 ，主、主 n 玉 り ず 日 の日置

し し 見 り ~)ゐ れ 言己 顔 日

柳111 る 主主

中 オ目 堀 森 高 五議 山 森 矢 一一一 井

沢 沢 原、 内 田 里子 告F ;尺 本 田 崎 ヰ申 ロ

あ 美 λA み

男春
久 主主 イミ ず 夏 玉 花 よ 4王 A 屯 素 --子 子 子 (J 子 枝 オ支 子 イートlタニー 星 樟f 木

-輔言1子島広重委~詰司自室liI辺聖E・周重視出些・

栄養改善推進員

横沢清子さん (押越)

|ちょっと一言 | 

さといものとろけるやわらかさが明

をすべるようです。受験生の夜食に、

お年寄りにもよろこばれます。

⑬ 平成2.12広報しようわ
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ゅうこ

鈴木裕子ちゃん
・H1.8. 30生(河西)

・ (父)一寿 ・(田)和代

名前の由来ーパパは双子で野球を、ママは新

体操を苦してい疋ので、戸二メの「タッチ」

の南ちゃんみだいな優しくて、スポーツ万能

のそ子にと思い名叶けましだ。

名前の由来 自然の中で生まれ育つ花のよう

に誰からも愛される、やさしいl山を持ち、明

るく素直にすくすくと育ってほしいと思って

います。

名前の由来一山ひろい、ゆとりのある子に育

ってほしいと名性けましだ。丈夫で元気て¥

大きな山で育つ事を祈る毎日です。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
役
場
企
画
行
政
課
(
箇
月

|
2
1
1
1
)
ま
で

μ

よ
り
よ
い
親
に

な
る
た
め
に

八
物
を
大
切
に

V

時
に
は
か
ま
ん
を
/

大
量
生
産
、
大
量
消
費
の
時
代
。
そ

れ
が
生
活
の
中
に
す
っ
か
り
定
着
し
て

き
ま
し
た
。
物
、かい

つ
で
も
ど
こ
で
も

手
に
入
り
、
使
い
捨
て
が
常
識
に
な
っ

て
き
た
現
在
、

廃
物
利
用
、
か
少
な
く
な

ウ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
仁
、

物
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、

日
ご
ろ
か

ら
心
が
け
て
い
な
い
と
難
し
い
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

お
子
さ
ん
た
ち
が
小
学
校
に
入
学
す

る
時
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
に
名
前
を
書

き
ま
す
。
こ
れ
は
、
落
と
し
た
時
に
持

ち
主
が
す
ぐ
わ
か
る
と
い
う
利
点
だ
け

で
は
な
く
、
社
会
生
活
の
中
で
初
め
て

自
分
の
物
を
管
理
す
る
こ
と
に
意
義
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
名
前
を
書
き
あ

ら
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

一
つ
一

つ
を
大
切
に
使
う
心
を
養
っ
て
い
く
の

で
す
。物

在
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
家
庭
・

学
校

・
地
域
の
生
活
の
中
で
大
切
な
社

会
的
ル
ー
ル
で
す
。
そ
れ
に
は
ま
す
、

家
庭
で
の
生
活
、
か
墓
本
に
な
り
ま
す
。

命
令
た
究
・
究

合

お

誕

生

合

無
駄
な
消
費
は
少
な
く
し
て
、
不
用
に

な
っ
た
物
で
も
、
す
ぐ
捨
て
ず
に
何
か

に
利
用
で
き
な
い
か
と
工
夫
し
ま
し
ょ

う
。
買
い
も
の
に
行
く
と
、
子
ど
も
が

欲
し
が
る
品
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
子
ど
も
の
欲
求
に
応
じ
て
す
べ
て

の
も
の
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
必
要

な
も
の
だ
け
を
与
え
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
十
分
満
た
さ
れ
た
生
活
が
、
よ

り
よ
い
生
活
で
は
な
い
の
で
す
。

自
分
の
も
の
を
大
切
に
す
る
。
こ
れ

が
他
人
の
も
の
、
公
共
の
も
の
を
大
切

に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
物
質

の
豊
か
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
一
つ
一

つ
の
物
を
大
切
に
す
る
心
を
養
う
こ
と

が
重
要
で
す
。(

県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)

一
⑨
西
条
一
区

マ
赤
池
惰
馬
(
圭
二
)

一
@
西
条
二
区

マ
赤
岡
勝
樹
(
邦
彦
)

一
マ
塩
沢
ひ
ろ
み
(
浩
)
マ
古
屋
菜
緒

一
(
幸
司
)
⑨
清
水
新
居

マ
石
川
日
間

一
子
(
清
隆
)
マ
大
芝
里
彩
(
秀
明
)
マ

一
原
武
直
輝
(
敬
二
)
⑨
紙
漉
阿
原

一
マ
小
管
恵
理
子
(
洋
)
⑨
築
地
新
居

一
マ
保
坂
久
美
(
広
文
)

⑩
飯
喰

マ

一
磯
部
友
希
(
克
彦
)
⑨
上
河
東

マ

一
中
津
麻
美
(
力
)
⑨
上
河
東
二
区

一
マ
北
爪
捺
紀
(
英
樹
)

マ
土
橋
緩
奈

重;:〈 5

-輔諸手指伝書垂2事薩言電望書昼適量E・厄11::t出藍.

⑨
西
条
二
区

マ
清
水
裕
・

小
野
寺

一

辰

子

⑨

清
水
新
居

マ
仲
山
成
昌

一

・
伊
丹
と
も
江
⑨
河
東
中
島

マ

一

深
沢
孝
治
・
深
沢
和
美
⑨
紙
漉
阿
一

原

マ
坂
本
隆

一
・
清
水
ゆ
か
り

一

⑨
河
西

マ
千
野
浩
・
青
木
由
美

一

マ
柴
茂
生
・
斉
藤
佳
子

一

平
成
二
年
九
月
一
日
j
九
月

三
十
日
ま
で
の
届
出
〈
叡
柿
路
〉

(
光
矩
)• 園、p、

ιー

平成2.12

結

婚
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~ ~ しJ~ 
単
純
労
務
職
員
の

募
集
に
つ
い
て

町
で
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
の
補

充
の
た
め
、
単
純
労
務
職
員
の
募
集
を

次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

V
職
種
と
募
集
人
員

・
単
純
労
務
職
(
給
食
セ
ン
タ
ー
用

務
員
)

-
人
員
二
名

V
応
募
資
格

(
町
内
在
住
者
を
優
先
探

日
月
1
日
か
ら
1
月
叩
日
ま
で

『
年
末
年
始
特
別

警
戒
取
締
り
」

期
間
で
す

毎
年
、
年
末
に
な
る
と
、
み
な
さ
ん

の
大
切
な
財
産
を
狙
う

「空
き
巣
狙

い
、
ス
リ
、
ひ

っ
た
く
り
、
強
盗
」
な

ど
の
犯
罪
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

県
警
察
で
は
、
こ
う
し
た
犯
罪
を
防

ぐ
た
め
、
十
二
月
一
日
か
ら

一
月
十
日

ま
で
を

「年
末
年
始
特
別
警
戒
取
締

り
」
期
間
と
し
、
警
戒
活
動
を
強
化
す

る

一
方
、
防
犯
協
会
や
民
間
の
防
犯
団

体
と
協
力
し
て
防
犯
診
断
や
特
別
パ

ト
ロ

ー
ル
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

各
家
庭
や
職
場
で
も
防
犯
の
万
全
を

図
り
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ

、司ノ。昭
和
警
察
官
駐
在
所
(
箇
花
1
2
0
5

5
)よ
り

用
)

・
学
歴
不
問
・
年
齢
六
十
歳
ま
で
の

男
子

・
昔
通
自
動
車
免
許
証
所
持
者

V
応
募
し
め
き
り

十
二
月
十
五
日
出

正
午
ま
で
。
た
だ
し
、
募
集
定
員
に

達
し
た
場
合
は
、
随
時
締
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

V
応
募
先
・
お
問
合
せ

職
員
採
用
試

験
申
込
書
(
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま

す
)
に
履
歴
書
を
添
え
て
、
役
場
総

務
課
(
箇
花
12
1
1
1内
線
捌
・
加
-

m)ま
で
直
接
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
進
学
ロ
ー
ン
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

だ
だ
い
ま
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
「
国

の
進
学
口
ン
」
を
お
取
扱
い
し
て
い

ま
す
。
こ
の
進
学
ロ
ー
ン
は
¥
平
成
三

年
春
に
高
校
・
短
大
・
大
学
な
ど
へ
進

学
さ
れ
る
お
子
様
を
お
持
ち
の
保
護
者

の
方
々
が
融
資
対
象
者
と
な
り
ま
す
o

v融
資
条
件

-
融
資
額
は
一
進
学
者
あ
だ
り
一

O

O
万
円
以
内

-
返
済
期
間
は
五
年
以
内
(
た
だ
し

就
業
年
限
が
四
年
以
上
の
学
校
は

六
年
以
内
)

-
利
率
は
八
・
二
一
%

V
お
申
込
み
期
間
平
成
二
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
三
年
四
月
三
十
日

受
験
前
で
も
一
受
信
し
ま
す
。

V
詳
し
く
は
甲
府
市
丸
の
内
二
ー
二

十
六

二

国

民

金
融
公
庫
甲
府
支

居

(
箇
別

1
5
3
6
7
〉
ま
で
。

思

郵
便
局
で

国

納
め
ら
れ
ま
す

国
保
で
は
現
在
、
保
険
税
を
各
金
融

機
関
及
び
役
場
出
納
室
で
直
接
納
付
す

る
方
法
と
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
方

法
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
十
二
月
か
ら

は
新
た
に
郵
便
局
で
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
他
の
町
税
の
納
付
と

合
わ
せ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、

郵
便
局
口
座
を
利
用
し
た

口
座
振
替
納
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

V
詳
し
く
は

役
場
町
民
窓
口
課
国
保

係
(
箇
万
ー
2
1
1
1
内
線

m
-
m
)

ま
で

年
賀
郵
便
特
別
扱
い
は

四
月
日
日
か
ら
|

年
賀
状
は
、
十
二
月
十
五
日
か
ら
お

引
受
け
い
芝
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
十

二
月
二
十
五
日
頃
き
で
に
お
出
し
く

だ
さ
い
。
年
末
押
し
詰
ま
っ
て
お
出
し

に
な
り
ま
す
と
¥
元
旦
に
届
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

V
郵
便
番
号
は
住
所
の
一
部
で
す
。
お

客
さ
ま
の
住
所
に
も
郵
便
番
号
を
お

忘
れ
な
く
。

V
郵
便
番
号
と
住
所
(
番
地
・
棟
番
号

・
室
番
号
・

O
O様
方
ま
で
〉
は
正
し

く
は
っ
き
り
と
お
書
き
く
、
だ
さ
い
。
田

富
郵
便
局
(
箇
乃
|
3
0
5
0〉
よ
り
。

1唾) r人権週間」のお知らせ
12月10日は「世界人権デ-Jです。法務省と全国人権擁護委員連

合会では、今年も12月4日から10日までの一週間を「人権週間」 と

定め、住民のみなさんに人権意識の普及高揚を呼びかけています。

今年の人権週間の強調事項は、 'JJ<の五つです。お互いの人権を尊

重して明るい社会をつくりましよう。

砂国際化時代にふさわしい人権意識を育てよう

惨いじめ・体罰の根を絶とう

砂部落差別をなくそう

砂女性の地位在高めよう

砂障害者の完全参加と平等を実現しよう

ま疋、いじめ ・体罰は児童 ・生徒に対する重大な人権侵害です。

一人で悩まず、いじめ・体罰テレホン相談(箇52-7 1 5 1 )をご

利用ください。

なお、問の人権擁護委員は次のとおりです0

・井口等西条4286 圏75-2 0 5 0 
・望月朝徳押越1662 圏75-3 4 6 5 
・雨宮惰弐河東中島2026 圏75-2 0 4 8 

〉f特設人権身の上相談所Jを開設します 〈

・日時 12月13日(木〉 午前10時から午後3時まで

。場所 玉穂町総合会館(玉穂町・田富町と合同〉

*相談は無料で、秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。

山
梨
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
は
¥

障
害
者
の
方
々
を
対
象
に
、
ワ
ー
プ
ロ

な
ど
の
基
本
操
作
を
習
得
し
て
い
だ

だ
く
た
め
の
、
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

V
開
催
期
日
①
平
成
三
年
一
[
円
二

十

一
日
か
ら
二
月
八
日
②
平
成

三
年
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
月
十

五
日

V
受
講
料
無
料

V
講
習
場
所
山
梨
障
害
者
職
業
セ

ン
タ
ー
(
甲
府
市
湯
田
一
丁
十
七
ー

十
四
〉

V
お
申
込
み
・
お
問

合

せ

山

梨
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
(
箇
明
記

7
0
6

9
)
ま
で
。
な
お
平
成
三
年
度
も
、

引
き
続
き
実
施
(
年
間
十
回
程
度
)

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
¥
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

障
害
者
の
た
め
の

ワ
ー
プ
ロ
教
室
開
催

「」

れ
=

故

数

れ

=

事

ド

忘
分

通
伝
l
u
-
T
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生

け一
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一
町
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れ
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ご

「
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白
川
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=
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保健衛生だより

4歳 6か月児健康診査手し 児 健 康 歪ロ会ジ 査

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所

午後 1時日日分-1時30分
平成元年11月

(常永地区)
出生児。

即日 1午後 1時砂2時00分 iEE1 h 

(金) I 西条地区) 」z2zhz 

午後E時日日分-2時30分 平成 2年 2月

(押原地区) 出生児。 館

実施日 受付時間及び地区 該当児 !場所

午後 1時日日分-1時30分 平成 2年 5月

(常永地区)
出生児。

間
J仁EコA 

(金) I 西条地区) 」zbzz 

午後3時00分-3時30分 平成 2年 8月

(押原地区)
出生児。 自官

|西条地区 |西条一区西条二区清水新居西条新田 | 
|押原地区|押越河東中島紙漉阿原 | 
|常永地区|築地新居飯喰河西上河東上河東二区|

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具 ・パスタオル

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので

ご承知ください。

3 種混合予防接種

日 時 12月 20 日(木)午後 1 時 ~2 時

場 所 総合会館

該当 Yc
砂I期…昭和63年3月l日~昭和63年8月31日までの出生児。

砂II期… I期3回を完了して 1年から1年6か月以内の者。

砂昭和62年 9月l日~昭和63年 2月29日までの出生児で未接

種者。

持ち物 母子手帳・問診票

〈注意事項〉

O体温がはかつてないと接種できませんので、必ず体温はは

かつてください。

O問診票の記入もれ等がないように して ください。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

①発熱している者、または著しい栄養障害者。

② 心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

③はしか(MMR)、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か

月以内の者。

④ 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。

白子手帳受付及び一般健康相談日

日時 12月1日(土)・ 11日(火)・ 25日(火)

午前 9 時~11時30分

場所 総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してくださしユ。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、栄

養指導などを行い、健康についての相談にお答えしていま

すので、お気軽にお出かけ ください。

⑬広報しようわ 平成2.12.1

実施日 12月 18日(火)

受付時間 午後 1時'"'-'1時30分

場 所 総合会館

該 当 児 平成元年 4月1日~平成元年 5月31日までの出生

児。及び前回未受診児。

持ち物 母子手帳 ・l歳 6か月児健診質問票

乳児 穀
草 外科検 吾分

ロ~~ 

実施日 12月26日(水)

受付時間 午後 1 時~1 時 30 分

場 所 総合会館

該当児 平成 2 年 8 月 1 日 ~9 月 30 日までの出生児。

持ち物 母子手帳・パスタオル

献血にご協力ください

輸血用血液の確保は人間の生命を守る重要な仕事ですが、

これを達成するためには、みなさんの協力が必要です。

日時 12月 7日(金)午前 9時30分~午後3時30分

※ただし、 11時30分~12時30分までは受付を休ませていただ

きますのでご了承ください。

場所 昭和町役場前

飼えなくなった犬猫収集臼

日時 12月 25 日(火)午前10時20分~10時25分

場所 総合会館前

※収集車がくるまでは、飼主もいっしょにいてくださしユ。ま

た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでし

っかり封を して ください。

ゴミの特別収集について

粗大ゴミの収集は毎月第 4水曜日ですが、今月は新年を迎

える準備でゴミの量が一段と多くなるととが予想されます。

そこで、第 3水曜日の19日に有害物質等(不燃ゴミ)の特別

収集を行い ますので、ご協力をお願いします。なお、必ず荷

札をつけて出して ください。それ以外のもので出しであるゴ

ミは収集いた しませんのでご注意ください。また、荷札には

住所 ・氏名を記入してください。

いす‘み会ヘ
参加のおさそい

いを行う会を開いています。

ひとりで悩ます¥同じ体験

をもっみなさんと話しあって

みませんか。いつからでも参

加できます。

砂お問合せ

役場健康福祉課保健婦まで

(箇75-2111 内線253)

-盛謹翠盛孟謹逗i孟重量重昼温1m・盛運量当・



平成2年 (1990年)12月のとよみ
しわす

師 定 DECEMBER

年末年始

役場の

電喧喧圃

月 MondayI火 Tuesday 水 WednesdayI木 Thursday[金 Friday

¥ 一 12月29日比)から 1月3白(桐まで¥役場業務は休ませ

寸豊町 叫 一旦ていだだきます。

雫t ;孟~'r育斗ーワ ;J ， まだ総合会館・温泉、中央公民館・町民体育館・釜

f'5L~)l&3町民 無工業団地公園運動場・町立小中学校校庭などの体育

施設は、 12月28日聞から T月4日働まで休館となりま

一哨鳴す。
111 11J毛主 なお、年末年始の休み中も役場には、宿日直者ガ勤

r 、，一 務しています口緊急のご用件は冨75-21竹まで。

く~

2露 3奇 4重 5強 6室 赤
口

F

雪

圃

J
大

土 Saturday

f百
歳未助け合い運動
映画の日
鉄の記念日

母子手帳交付及び

一般健康相談日

(総合会館)

シェイプアップ教室

(総合会館午後 8 時~)
年末年始特別警戒

取締り (l2P参照)

8露
針供用

日 Sunday

お合言詰吉宗定i不自j-l一一一一一一一一一一一一一一l瓦権週間 (-10古川品t三ζ泊言-一一一一-一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一r--一一一一一一一一-一一一-一一…-一一-一----------------一一-一-1一r字託L元佐康-診主一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--1隔|

町社会福祉協議会 Cl2P参F照罵)Iい(総合会館午後 1時~吋)I 総合会館)

有価物回収日 行政相談 献血(役場前)

(中央公民館午後 l 時~) I 親子スケー ト教室

9友
ヲ|

障害者の臼
身体障害者福祉週間

(~15 臼)

押原保育所入所説|母子手帳交付及び |心配ごと相談 |特設人権身の上相 |なまよみの甲斐の |単純労務職員募集

明会(9P参照 一般健康相談日 I (総合会館午後 l 時~) I 談 (12P参照文学講座 ι |締め切り日

(総合会館)I上河東保育所入所 |寝たきり老人入浴サ (7P参照)I (12P参照)

昭和保育所入所説 l説明会(9P参照) Iーピス |乳児健康診査 |リハビ リ教室

明会(9P参照) I I (総合会館午後 l 時~) I 総合会館) I 総合会館)
常永保育所入所説 シェイプアップ教室

明会(9P参照 I(総合会館午後 8 時~)

20奇 121童 122議
冬至

10宣
世界人権デー

11議 12委 13百 14露 15奇
年賀郵便特別扱い

(l2P参照)

16室 17委 18百 19露

お合会住吉宗定休白--1 一一一 一一 一一一一 r-ï最古干~~1霊長診歪 1 有書物質告白寺町一l会忌1)老A^お--~T --- -一ー一一一一一一一 役場開忌
(総合会館)I収集(13P参照 ービス 押原小 ・押原中終

心配ごと相談 I (総合会館午後 1 時~) I 業式
(総合会館午後 l 時~) I 3種混合予防接種

行政相談 総合会館)

(中央公民館午後 l 時~)

23委
圃天皇誕生日 スマ

先
勝
ス

k
d
リ

η
ζ

ク

ヴイ
tス

日
マ

赤
口
休
ス

A
斗
替

リ

つι
振
ク

26奇 27 ~ 28議
官庁御用納め

29委

総合会館温泉定休日且 母子手|脹交付及び|心配ごと相談 役場御用納め | ー

I ~ ~IIII 1一般健康相談日 1 (総合会館午後 l 時~)1 1 '~-/JO~' 64 P参照) 1 、e恥
司直ì~N_L，*，~ I 総合会館)I乳児整形外科検診 中 央 公 民 館 ・ 総 合 守 7 ()J >'" ，~人
3j明倫 |飼えなくなった犬猫総合会館)1 会館・温泉休館 | 附紡方
，/， Jつよれ防17 I収集日 (総合会館)I (-1月4日) I とL主伊平ζ亨
::;:::;;---""'V ~問 |西条小終業式 I ~，\U 

30百 131露
大晦日

西 西清商 押湾紙築鍍河上書東 せ祭
地

条条水条 豪 漉 地 湾 ん日Iま
区 一新新 中間新 一

区区居回 越島原居喰西東匿の

物燃える

毎週火金曜日 毎週月木曜日 で
4日・ 7日・ 11B• 14日 目旧・ 1旧・ 13日 注ご票堕
18日・ 21日・ 25日・ 28日 17日・ 20日・ 27日

毎月時日間日 間向日明日憲品 史まし
12日・ 26日 5日・ 19日

第3水曜日 19日 l' 
広報 しようわ 平成2，12.1 ⑬ 
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